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 梅の花が咲いています。法学部だより第 21 号をお届けします。 
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-------------------------------------------------------------------------------- 
 ○ 半田山つれづれ ～法学部長の独り言～（第 5 回） 
-------------------------------------------------------------------------------- 
同窓生の輪 
 岡山大学の広報誌に「いちょう並木」というものがあります。毎年６号発行されていますが、２０１０年の「い

ちょう並木」では、５７号でファイザー株式会社社長の梅田一郎さん（７７年卒）、５９号にはおやつ研究科の多田

千香子さん（９３年卒）が法学部の卒業生として紹介されています。また、法学部の卒業生で最近話題の作家がい

ると聞きました。『謎解きはディナーのあとで』という小説を３０万部以上売り上げ、ベストセラー作家のお一人に

なられた東川篤哉（ペンネーム）さんです。 
 この法学部だよりの「卒業生メッセージ」でも、様々な卒業生の皆さんにメッセージをお願いしています。そう

した卒業生の皆さんの現在を知るにつけ、岡山大学法学部がいかに多様で多彩な人材を社会に送り出してきたか。

そうした法学部の歴史と伝統に頭が下がる思いです。 
 これからも、法学部だよりやホームカミングデーなどを通じて、卒業生の皆さんの現在を紹介し、法学部の同窓

生の輪を広げていきたいと思います。この法学部だよりをお読みの卒業生がおられましたら、いつでもどうか末尾

の連絡先までご連絡下さい。世代を超えた同窓生の輪が、この法学部だよりを通して広がっていくことを期待して

います。 
なお、広報誌「いちょう並木」は、岡山大学の HP からバックナンバーを見ることができます。 
http://www.okayama-u.ac.jp/tp/profile/kohoshi.html 
 
法学部長 佐野 寛 
 
--------------------------------------------------------------- 
 ○ 卒業生からのメッセージ（第 12 回） 
--------------------------------------------------------------- 
 私は、2001 年 4 月に岡山大学法学部に入学し、その後 2 度の進学を経て、2010 年 9 月に博士後期課程を修了し

た者です。現在も、客員研究員として研究室で研究を続けたり、週に 2 度ほど法学部資料室で勤務したりしている

ので、かれこれ 10 年岡山大学に在籍していることになります（周りからは「大学大好きなんだね」とよく言われて

います…）。 
 幸い、非常勤ではありますが、来年度から近場の大学で講義を受け持つことになったため、現在はそのためのシ

ラバスを作ったり、教科書等を読んだり、レジュメを作成したり…と、まだ見ぬ学生さんにドキドキしながら、悩

みながら講義の準備をしている最中です。1 コマ 90 分の授業を受講する学生さんも大変ですが、それを講義する先

生方は、その何倍も水面下でかなり大変な思いをしながら準備をしているのだと、改めて痛感しております（なの

で、授業はちゃんと聞いてくださいね）。 
 法学部に在籍している学生さんにＯＧとして何か伝えられること…といっても、大それたことは云えませんが、

大学院で学んだことといえば、勉学等ももちろんそうですが、「自分一人では生きていない」ということです。研究

http://www.okayama-u.ac.jp/tp/profile/kohoshi.html�


者は他の職業の方よりも「一匹狼」的な要素が強いですが、博士論文を書いている際に、家族、恋人、先生方、職

員の方、院生仲間などなど、助言をしてくれたり、支えてくれたりしてくれる人たちの存在のありがたみを感じま

した。それと同時に、自分も支えられたぶん、他の人の役に立てる人にならなければ…と再認識しました。 
 就職試験の面接時に「大学院で学んだこと」を聞かれ、「人間関係です」と答え、現在そこで勤務している修士時

代の同級生がいますが、その答えは的を射ていると思います。岡山大学法学部で学んだこと－それは学問だけに限

らないと思いますが－によって、社会、とりあえず身近な人たち、の役に立てることができるのなら、幸せなこと

だと思いますし、そういう人になりたいなと、若輩者ながらそう思っております。 
 長いようで短い学生生活、楽しみながら色々な事を学んで出会いを大切にしつつ、自分の夢に向かって頑張って

下さい。 
岡山大学大学院社会文化科学研究科 客員研究員（2005 年卒業） 
町田 余理子 
 
---------------------------------------------------- 
 ○ 法学部からのお知らせ 
---------------------------------------------------- 
☆法教育講演会を開催します。（岡山法教育研究会主催） 
 日時：3 月 4 日（金）16：30～18：30 
 場所：文化科学系総合研究棟 2 階 共同研究室 
 演題：法教育のこれまでとこれから ー教科での指導を中心としてー 
    （講演の後、質疑応答・意見交換を行います。） 
 講演者：江口勇治教授 (筑波大学大学院人間総合科学研究科) 
 
☆謝恩会のお知らせ 
 卒業式（3 月 25 日）の夜に謝恩会実行委員会による謝恩会が開催されます。 
  詳細は法学部の掲示板で確認してください。 
 
------------------------- 
 ○ 最近の話題 
-------------------------- 
☆岡山大学法学部・台湾高雄大学法学院 第 3 回日台学術セミナーが開催されました。 
 2 月 10 日(木）に、台湾高雄大学法学院より法学院長張麗卿先生をはじめ 4 名の先生方をお迎えし、「日本・台湾

における最近の刑事法事情」についてセミナーを開催しました。 
 セミナーには、教員、大学院生の他、法学部生も参加し、活発な質疑が行われました。 
 セミナーの様子は、法学部ＨＰに近日中に掲載されますので、そちらをご覧下さい。 
 
::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::: 
・本メルマガは, 毎月２回程度配信しています。  
・法学部の詳細情報に関しては、HP も併せてご覧ください。 
  法学部 HP http://www.law.okayama-u.ac.jp/ 
・本メルマガには返信なさらないようにお願いします。  
・本メルマガの登録・解除は、以下の URL にてお願いします。 
  http://court.law.okayama-u.ac.jp/mail/register.html 
・ご意見・ご感想は，法学部 情報委員会 joho@law.okayama-u.ac.jp まで。 
 


